
均
団
法
の
名
稽
と
賓
態
に
つ
い
て
の
補
足
三
つ

緒

t 

Eコ

私
は
本
誌
第
二
十
六
巻
第
三
競
に
「
均
田
法
の
名
稽
と
貫
態
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
拙
論
を
瑳
表
し
た
と
こ
ろ
、
多
少
皐
界
の
注
意
を

ひ
い
た
と
み
え
て
、
こ
れ
が
内
容
に
つ
レ
て
訊
ね
ら
れ
る
こ
と
が
し

そ
れ
に
よ
っ
て
私
自
身
が
啓
設
さ
れ
た
り
、

ば
し
ば
あ
っ
て
、

た
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
新
ら
し
く
知
り
得
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ

て
、
先
般
の
論
文
を
若
干
補
充
す
る
必
要
を
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
、
こ
こ
に
そ
の
三
つ
程
を
補
足
と
し
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

井
田
法
の
授
田
の
二
形
式
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井
田
法
に
お
い
て
は
、
園
王
の
直
轄
地
の
方
千
里
内
の
授
田
は
、

そ
の
郊
と
言
わ
れ
、
或
は
圏
中
と
言
わ
れ
、
更
ら
に
は
六
郷
の
地
と

言
わ
れ
る
首
都
を
中
心
と
し
て
そ
の
四
方
百
皇
内
の
地
で
は
、
公
田

伝n)-
日

我

雄

音R

静

の
無
い
型
の
授
回
が
行
わ
れ
、
そ
れ
よ
り
外
側
の
野
と
稽
せ
ら
れ
る

旬
(
六
途
)

梢

・
廓
・
都
の
地
で
は
、
公
団
の
あ
る
型
の
授
田
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
般
の
論
文
の
中
で
述
べ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
授
田
の
二
形
式
に
つ
い
て
、
質
問
を
受
け
る
場

- 87一

合
が
よ
く
あ
り
、
何
故
に
郊
と
野
と
で
異
な
る
型
の
授
田
を
行
う
か

ま

と
い
う
の
が
不
審
に
な
る
黙
で
あ
る
。
他
に
も
同
様
に
こ
の
黙
が
不

分
明
で
あ
る
と
さ
れ
る
方
々
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

し
、
ま
た
こ
の
形
式
が
北
斉
の
均
団
法
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

」
と
か
ら
、
先
ず
こ
れ
か
ら
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
井
田
法
で
二
つ
の
型
の
授
田
が
行
わ
れ
る
の
は
、
兵
役
に
関

係
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
周
の
封
建
制
度
で
は
、
そ
の
軍
制
は

周
躍
の
夏
官
司
馬
篇
の
大
司
馬
の
序
に
、

凡
制
レ
軍
、
蔦
有
二
千
五
百
入
信
用
レ
軍
、
王
六
軍
、
大
圏
三
軍
、
次

園
二
軍
、
小
園
一
軍
、
軍
時
間
皆
命
卿
、
二
千
有
五
百
人
魚
レ
師
、
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師
帥
皆
中
大
夫
、
五
百
人
魚
レ
旗
、
放
帥
皆
下
大
夫
、
百
人
魚
レ
卒
、

卒
長
皆
上
士
、

二
十
五
人
魚
レ
雨
、

雨
司
馬
皆
中
土
、

五
人
魚
レ

伍
、
伍
皆
有
レ
長
、

と
あ
っ
て
、
園
王
は
一
高
二
千
五
百
人
か
ら
成
る
軍
を
六
個
持
つ
こ

と
に
な

っ
て
お
り
、

そ
の
一
軍
の
編
成
は
、
五
人
の
伍
か
ら
始
ま
っ

て
、
二
十
五
人
の
雨
、
百
人
の
卒
、

五
百
人
の
旗
、
二
千
五
百
人
の

師
を
経
て
、

一
高
二
千
五
百
人
の
一
軍
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
、

う
な
軍
を
闇
王
は
六
箇
持
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
園
王
の
有
す
る
兵
員

数
は
、

総
計
で
七
高
五
千
人
と
な
る
。

」の
七
寓
五
千
人
の
兵
員

を
、
そ
の
領
土
の
方
千
里
内
の
全
域
に
亙

っ
て
徴
渡
す
る
か
と
い
う

に
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
郊
即
ち
六
郷
の
地
の
住

民
の
み
か
ら
差
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
郷
は
周
曜
の
地
官
司
徒
篇
の

大
司
徒
の
職
掌
に
、

令
ニ
五
家
篤
v

比
、
使
ニ
之
相
保
「

五
比
矯
レ
問
、
使
ニ
之
相
受
「

閲
矯
レ
族
、
使
-
乏
相
葬
「

五
議
矯
レ

五
族
魚
レ
議
、
使
-ユ
ム
相
救
「

州
、
使
ニ之
相
閥
「
五
州
矯
レ
郷
、
使
一
一之
相
賓
「

と
あ

っ
て
、

一
郷
は

一
高
二
千
五
百
家
か
ら
成
る
が
、
こ
れ
は
二
千

五
百
家
か
ら
成
る
州
五
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
州
は
五
百
家
か
ら
成

る
黛
五
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
常
時
は
百
家
か
ら
成
る
族
五
つ
に
分
け

ら
れ
、

そ
の
族
は
二
十
五
家
か
ら
成
る
間
四
つ
に
分
け
ら
れ
、

そ
の

聞
は
五
家
か
ら
成
る
比
五
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
行
政
区
劃
制
度

が
施
か
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
郷
が
郊
に
は
六
箇
あ
っ
た
。
故
に

郊
の
家
の
数
は
六
郷
七
高
五
千
戸
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の

郷
の
五
家

一
比
か
ら
始
ま
る
行
政
匡
劃
制
度
が
、

か
ら
始
ま
る
軍
隊
編
成
制
度
に
移
行
さ
れ
て
、
六
郷
か
ら
成
る
郊
の

地
で
、
園
王
の
六
軍
が
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
矢
張
り
周

躍
の
地
官
司
徒
篇
の
小
司
徒
の
職
掌
に
、

一
軍
の
五
人
一
伍

乃
舎
一
一
高
民
之
卒
伍
一
而
用
レ
之
、

五
人
魚
レ
伍
、

五
伍
鶏
レ
雨
、

四
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南
魚
レ
卒
、
五
卒
篤
レ
飯
、
五
放
篤
レ
師
、
五
師
鴛
レ
軍
、

抜
「
以
作
-
両
国
役
「
以
比
一
一
迫
有
「
以
令
-
-
貢
賦
「

以
起
一
一
軍

と
あ
り
、
こ
の
一
文
に
劃
し
て
、
後
漢
の
鄭
玄
は

此
皆
先
王
所
下
因
ニ
農
事
一
市
定
申
軍
令
上
者
也
、

四

と
註
し
て
、
こ
の
制
度
は
兵
農
を
一
致
せ
し
め
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
と
説
明
し
、

ま
た
唐
の
買
公
彦
の
こ
の
一
文
に
劃
す
る
疏
は
、

小
司
徒
佐
一
一
大
司
徒
一
以
掌
一
一六
郷
「
六
軍
之
士
、
出
レ
自
ニ
六
郷
「

あ
ら
か
じ
め

故

預

配

ニ卒
伍
「
百
人
魚
レ
卒
、
五
人
魚
レ
伍
也
、

者
、
即
軍
放
田
役
是
也
、

役
「
無
レ
過
ニ
家
一
人
「

而
用
レ
之

五
人
魚
レ
伍
者
、

六
郷
之
内
、
有
ニ
比

・
闇
・
族
・
黛

・
州

下
文
云
、

凡
起
一
一
徒

、1，_ 



十
，
作
日
早
刊
m
ehv

・
郷
「
一
郷
出
二
軍
「
六
郷
還
出
=
六
寧
「
今
言
エ
五
人
魚
v
伍

者
、
五
家
震
レ
比
、
家
出
二
一一
人
「
則
是
一
比
也
、
在
レ
家
震
レ
比
、

在
レ
軍
魚
レ
伍
、
伍
者
緊
也
、

、五
伍
矯
レ
両
者
、
在
レ
郷
、
五
比
篤
レ

閣
、
間
二
十
五
家
也
、
在
レ
軍
、
五
伍
魚
レ
雨
、
雨
二
十
五
人
也
、

四
雨
漏
レ
卒
者
、
在
レ
郷
、
四
聞
矯
レ
族
、
族
百
家
也
、
在
レ
軍
、
四

南
魚
レ
卒
、
卒
百
人
也
、
五
卒
矯
レ
放
者
、
在
レ
郷
、
五
族
矯
レ
黛
、

黛
五
百
家
、
在
レ
軍
、
五
卒
帰
レ
旗
、
放
五
百
人
也
、
五
旗
魚
レ
師

者
、
在
レ
郷
、
五
黛
矯
レ
州
、
州
二
千
五
百
家
、
在
レ
軍
、
亦
五
旗

矯
レ
師
、
師
亦
二
千
五
百
人
也
、
五
師
矯
レ
軍
者
、
在
レ
郷
、
五
州

漏
レ
郷
、
郷
高
二
千
五
百
家
、
在
レ
軍
、
五
師
震
レ
軍
、
軍
亦
蔦
二

千
五
百
人
也
、
以
起
エ
軍
放
-
者
、
謂
ニ
征
伐
一
也
、
以
作
-
両
国
役
-
者
、

謂
-
面
識
役
作
「
皆
是
也
、
以
此
ニ
遁
膏
一
者
、
遁
謂
ニ
逐
窟
「
脊

謂
レ
伺
出
捕
盗
賊
「
以
令
-
一貫
賦
一
者
、
依
ニ
郷
中
家
数
-
市
施
=
政
令
「

以
ニ
貢
賦
之
事
「
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と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
註
及
び
疏
の
説
明
に
よ
っ
て
剣
か
る
如

く
、
郷
の
行
政
匡
劃
の
一
比
は
軍
の
一
，伍
に
嘗
た
り
、
一
閣
は
一
雨

に
嘗
た
り
、
一
族
は
一
卒
に
嘗
た
り
、
一
業
は
一
一
娠
に
嘗
た
り
、
一

州
は
一
師
に
嘗
た
り
、
一
郷
は
一
軍
に
嘗
た
り
、
一
家
か
ら
一
人
づ

一
郷
の
一
高
二
千
五
百
家
を
以
て
一
高
二
千
五

つ
差
出
す
る
か
ら
、

百
、人
の
兵
士
か
ら
な
る
一
軍
が
編
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
六
郷
む
お

い
て
六
軍
七
高
五
千
人
の
兵
員
が
調
達
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

は
行
政
直
劃
が
直
ち
に
軍
の
編
成
に
臆
用
出
来
る
兵
農
一
致
の
制
度

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
詩
経
の
大
雅
生
民
之
什
の
公
劉
の
詩
の

「
其
軍
三
軍
」
の
句
に
劃
す
る
唐
の
孔
穎
達
の
疏
に
も
、

周
之
一
軍
賦
、
皆
出
エ
於
郷
「
家
出
二
人
「
故
郷
第
二
軍
「
諸
侯若--

三
軍
出
ニ
其
三
郷
一
市
日
、
其
除
公
邑
釆
地
、
不
-
忌
矯
v
軍、

夏
・
肢
之
世
「
則
逼
引
計
一
園
之
人
「
以
鴛
-
一
軍
数
「

と
言
い
、
周
の
兵
制
は
一
郷
で
一
軍
を
編
成
す
る
の
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
三
の
よ
う
に
周
の
圏
玉
の
率
い
る
六
軍
は
、
天
子
の
居
る
と

こ
ろ
に
最
も
近
い
都
城
か
ら
四
方
百
里
以
内
の
郊
即
ち
六
郷
の
住
民

に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
ら
ば
そ
の
郊
の

外
側
の
野
と
穂
稿
さ
れ
る
六
途
の
旬
の
地
域
や
公
邑
采
地
の
梢
・
鯨

・
都
の
地
域
の
住
民
に
は
、
兵
役
の
義
務
は
な
か
っ
た
か
と
言
う

-89 -

こ
れ
等
の
地
域
の
住
民
に
も
、

矢
張
り
兵
役
の
義
務
は
あ
っ

た
だ
郊
の
地
で
編
成
さ
れ
る
六
軍
が
常
備
軍
で
あ
る
に
射
し

て
、
野
で
は
議
備
軍
が
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ

と
は
、
失
張
り
周
躍
地
官
司
徒
篇
の
小
司
徒
の
職
掌
の
「
乃
鰹
=
土

地
「
而
井
司
牧
其
田
野
「
云
々
」
と
あ
る
所
の
買
公
彦
の
疏
に
、

た
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九
出
レ
寧
之
法
、
先
ニ
六
郷
「
賦
不
レ
止
、

次
出
ニ
六
塗
「
賦
猶
不
レ

止
、
徴
エ
丘
ハ
於
公
邑
及
三
等
采
(
地
〉
「
賦
猶
不
レ
止
、
乃
徴
ニ
兵
於

諸
侯
「
大
圏
三
軍
、
次
園
二
軍
、
小
園
一
軍
、

(
下
略
)

と
説
明
し
、
軍
を
出
だ
す
順
序
は
、
第
一
に
六
郷
、
次
は
六
途
、
そ

の
次
は
公
邑
釆
地
、
そ
れ
か
ら
諸
侯
に
及
ぶ
と
し
て
い
る
し
、
ま
た

瞳
記
の
坊
記
篇
の
「
制
レ
圏
不
レ
過
-
一
千
乗
「
都
城
不
レ
過
ニ
百
維
こ
と

あ
る
所
の
孔
穎
達
の
疏
に
も
「
凡
出
レ
軍
之
法
、

郷
信
用
レ
正
、

途
篤
レ

副
」
と
言
い
、
郷
の
が
正
規
軍
で
あ
り
、
迭
の
は
議
備
軍
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
園
王
の
常
備
軍
で
あ
る
六
軍
は
、
郊
と
言
わ
れ
る
六

郷
の
地
の
住
民
で
編
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
郊
の
住
民
は
軍
務

と
い
う
力
役
に
常
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
放
に
公
団
を
共
同

耕
作
す
る
と
い
う
よ
う
な
労
働
の
徐
裕
は
、
珠
備
軍
の
義
務
し
か
な

い
野
の
住
民
に
比
し
て
、
あ
ま
り
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
を
以
て
、

六
郷
の
郊
で
は
公
聞
の
無
い
井
田
法
が
行
わ
れ
、
そ
の
公
課
も
十
分

の
一
税
で
あ
り
、
こ
れ
に
射
し
て
野
は
公
団
の
あ
る
井
団
法
、
が
行
わ

れ
て
公
課
も
や
や
重
い
九
分
の
一
税
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

兵
役
に
よ
っ
て
授
田
の
形
式
を
異
に
す
る
土
地
法
は
、
井
団
法
の
原

理
に
遭
っ
て
い
る
北
斉
の
均
団
法
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
。
北
斉
で

も
、
そ
の
授
固
に
劉
し
て
一
般
に
兵
役
の
義
務
を
負
わ
し
た
こ
と

は
、
陪
書
巻
二
十
四
食
貨
志
の
北
斉
の
均
団
法
の
所
に
、

率
以
ニ
十
八
一
受
レ
田
職
ニ
租
調
「
二
十
充
レ
兵
、
六
十
克
一
一
力
役
「
六

十
六
返
レ
回
兎
ニ
租
調
「

と
あ
っ
て
、
民
衆
は
授
回
に
と
も
な
っ
て
、
二
十
歳
か
ら
兵
役
に
服

す
る
と
あ
る
。

し
か
る
に
北
斉
の
天
子
は
、
別
に
羽
林
・
武
責
と
言

わ
れ
る
近
衛
兵
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
近
衛
兵
の
羽
林

・
武
賞
は
、
貌
書
巻
七
下
孝
文
帝
本
紀
に
、

太
和
十
九
年
八
月
乙
己
、
詔
、
選
-
一
天
下
武
勇
之
士
十
五
寓
人
一

宮
有
林
・
虎
責
「
以
充
ニ
宿
衛
「
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と
あ
る
の
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
近
衛
兵
即
ち
宿
衛
軍
は
、

君
主
の
親
衛
隊
で
あ
る
か
ら
議
殺
の
下
に
置
か
ね
ば
な
ら
ず
、

」

v
」

に
お
い
て
北
斉
の
都
城
の
鄭
の
四
方
百
皇
内
の
地
で
は
、
中
央
の
官

人
と
共
に
彼
等
に
針
す
る
公
団
と
稿
す
る
特
別
な
授
回
が
行
わ
れ
、

普
通
の
兵
役
に
服
す
る
一
般
民
衆
に
は
百
里
外
の
所
で
普
通
一
般
の

授
田
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
周
の
井
田
法
に
お
け
る
授
回
が
、
常

備
軍
と
な
る
民
衆
と
致
備
軍
と
な
る
民
衆
と
で
、
百
里
を
界
と
し
て

異
な
る
形
式
で
行
わ
れ
た
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
周
の
井
団
法
と

北
済
の
均
田
法
と
で
異
な
る
の
は
、
授
田
の
客
盟
、
が
常
備
軍
が
近
衛



兵
と
な
り
、
強
備
軍
が
一
般
普
通
の
兵
と
な
っ
て
い
る
軸
'
に
あ
る
。

園
志
に
見
え
る
課

私
は
先
般
の
論
文
に
お
い
て
も
、
音
書
食
貨
志
に
見
え
る
菅
の
土

地
法
の
占
田
・
課
団
法
に
現
わ
れ
て
来
る
課
田
の
課
や
、

「
女
則
不

い
ず
れ
も
力
役
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
、
後
の
制
度

な
ど
を
謹
擦
に
し
て
述
べ
、
ま
た
註
@
の
所
で
は
、
伊
藤
長
胤
の
制

度
通
、
奥
田
、
氷
業
の
治
具
十
三
係
、
藤
田
幽
谷
の
勧
農
或
問
な
ど
の

課
」
の
課
は
、

徳
川
時
代
の
同
筆
者
の
著
書
は

い
ず
れ
も
課
や
謀
役
を
以
て
力
役
と

解
樟
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
徳
川
時
代
に
は
、
上

記
三
先
哲
の
著
書
の
外
に
も
、
正
司
考
棋
の
経
済
問
答
秘
録
巻
六
の

「法
令
考
上
」
や
、
岡
熊
臣
の
兵
制
新
書
巻
一
中
の
「
海
内
古
今
口

数
増
減
の
大
鰻
」
な
ど
は
、
矢
張
り
課
や
課
役
を
ば
力
役
と
解
穫
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
課
に
力
役
の
意
味
が
あ
る
こ
と
は
、
音
量
百
に
初

め
て
そ
の
例
が
現
わ
れ
る
か
と
言
う
に
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ

っ

て
、
そ
の
前
の
三
園
志
に
既
に
力
役
と
し
て
の
謀
の
例
が
存
在
す
る

の
で
あ
る
。
或
は
更
ら
に
そ
れ
以
前
に
，湖
り
得
る
か
も
知
れ
な
い
。

後
漢
書
巻
六
十
二
の
奨
宏
俸
に

「課
エ役
童
隷
「
各
得
ニ
其
宜
こ

ス17

あ
り
、
こ
の
例
に
見
え
る
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
課
役
な
ど
は
、

力
役
と
し
て
用
い
ら
れ
た
古
い
例
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

し

か
し
こ
れ
は
「
役
を
童
隷
に
課
す
L

と
も
讃
ま
れ
る
か
ら
、
カ
役
と

し
て
用
い
ら
れ
た
課
の
例
で
あ
る
と
は
、
断
言
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
し
か
し
三
園
志
の
場
合
は
、
明
ら
か
に
課
は
力
役
の
意
味
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
三
園
志
の
例
と
い
う
の
は
、
三
園
志
の
貌
志

巻
十
五
の
張
既
俸
に
、

張
既
風
土
曹
洪
一
破
三
呉
蘭
於
-
L
「
捧
「
叉
輿
-
一
夏
侯
淵
・
宋
建
一
別
攻
ニ

臨
挑

・
秋
道
一卒
l

レ
之
、
是
時
太
租
(
曹
操
〉
徒
レ
民
以
充
ニ
河
北

・

臨

西

・

天

水

・

南

安

「

既

偲

ニ

三

郡

民
相
恐
動
、

擾
擾
不
レ
安
、
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使
下
治
一
一
屋
字
「
作
中
水
碓
幻
民
心
遂
安
、

ν
テ

ノ

ユ

セ

シ

ト

こ
の
「
(
張
)
既
恒
三
ニ
郡
人
一
鴛
一
ニ
賂
吏
一

者
」
と
い
う
の
は
、
三
郡
(
一
弘
一
一
踊
れ
い
強
調
一
千
紙
一
伊
ト
南
)
の
人
で

偲
り
に
一
時
的
に
賂
吏
と
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
り
、

人
一
矯
一
一
絡
吏
一
者
休
レ
課
、

と
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
賂
吏

と
い
う
の
は
、
唐
律
の
捕
亡
律
の
持
吏
追
引
捕
罪
人
一
の
俊
文
の
疏
議

謂
、
見
任
武
官
矯
レ
勝
、
文
官
矯
レ
吏
、

と
説
明
し
て
お
り
、
現
在
職
務
に
つ
い
て
い
る
武
官
や
文
官
を
言
う

と

の
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
商
務
印
書
館
護
行
の
僻
源
の
賂
吏
の
所

v
」
ふ
み
、

t
』
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軍
官
之
通
稿
、

〔
尉
練
子
〕
禁
レ
行
清
レ
道
、

非
-
一
時
吏
之
符
節
「

不
レ
得
一
一
通
行
「

と
説
明
し
、
軍
関
係
の
官
吏
の
遁
稀
で
あ
る
と
言
い
、
戦
園
時
代
の

兵
法
の
書
と
言
わ
れ
る
尉
綾
子
の
例
ま
で
も
載
せ
て
い
る
。
こ
の
よ

「
寧
官
之
通
稿
」

と
言
う
の
が
一
般
的
な
解
韓
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宋
代
に
現
わ
れ

る
時
吏
街
前
の
場
合
の
如
き
も
、
こ
の
箪
官
之
通
稿
の
意
味
の
も
の

う
に
賂
吏
に
つ
い
て
は
二
つ
の
解
韓
が
あ
る
が
、

で
あ
る
。

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
賂
吏
は
官
吏
で
あ
り
、
公
務
員
で

あ
る
に
は
相
違
が
な
い
。
中
園
で
は
こ
の
よ
う
な
公
務
員
に
は
力
役

が
免
除
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
周
曜
の
施
舎
制
度
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
。
施
舎
は
力
役
を
兎
除
す
る
こ
と
で
あ
る
と
、
制
度
通

-
治
具
十
三
傑
・
勘
農
或
聞
が
説
明
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

先
般
の
論
文
の
註
@
に
紹
介
し
て
あ
る
が
、
私
も
拙
著
『
律
令
を
中

心
と
し
た
日
中
関
係
史
の
研
究
』
な
ど
に
述
べ
て
あ
る
。
施
舎
は
周

躍
の
所
々
に
見
え
て
い
る
が
、
そ
の
地
官
司
徒
篇
の
郷
大
夫
の
職
掌

ゆ
る
す

「
其
舎
者
、

'
』
キ
晶
、

b
v
t
 

圏
中
貴
者
・
賢
者
・
能
者
・
服
公
事
者
・
老

者
・
疾
者
」
と
あ
り
、
貴
者
以
下
の
階
級
の
も
の
が
、
力
役
菟
除
の

思
典
に
浴
す
と
し
て
い
る
。
こ
の
中
の
貴
者
と
か
服
ニ
公
事
一
者
と
い

う
の
が
公
務
員
め
こ
と
で
あ
る
が
、
公
務
員
と
か
有
ロ
問
爵
者
・
有
徳

行
者
・
皐
者
・
皐
生
・
信
侶
道
士
・
科
奉
及
第
者
・
老
人
子
供
・
不

具
厳
疾
者
な
ど
は
、
こ
の
施
合
制
度
の
適
用
を
受
け
て
、
清
朝
の
滅

い
つ
の
時
代
で
も
力
役
は
菟
除
さ
れ
た
の
で
あ

亡
に
至
る
ま
で
、

る
。
こ
れ
は
中
閣
の
身
分
法
上
の
鯨
則
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
力
投

は
菟
除
さ
れ
る
が
租
税
は
菟
除
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
張

既
も
、
三
郡
の
も
の
を
偲
り
に
一
時
的
な
公
務
員
の
牌
吏
に
し
て
、

「
休
レ
課
、
使
下
治
=
屋
宅
「
作
中
水
碓
主
」

そ
れ
に
射
し
て

と
い
う
こ

と
を
行
っ
た
と
あ
る
。
課
を
休
ま
せ
て
屋
宅
を
修
治
し
、
水
碓
を
作

ら
せ
た
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
課
は
、
カ
役
を
意
味
し

て
い
る
の
は
、
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
三
郡
の
民
を
一
時
的
な
公
務

そ
れ
に
よ
っ
て
公
務
員
の
特
権
た
る
力
役
菟
除
の
権
利

- 92ー

員
に
し
て
、

を
一
時
的
に
取
得
せ
し
め
、
こ
の
力
役
菟
除
に
よ
っ
て
生
ず
る
勢
働

力
の
徐
裕
に
よ
っ
て
、
屋
宅
を
修
治
し
た
り
水
碓
を
作
ら
し
め
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
課
に
は
税
な
ど
の
意
味
は
絶
封
に
な
く
、

ま
た
三

園
の
屯
田
が
襲
じ
て
菅
の
課
回
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
も
そ
こ

に
は
存
在
し
な
い
。
故
に
伊
藤
長
胤
な
ど
の
先
哲
は
、
課
を
税
な
ど

ま
た
加
藤
繁
博
士
も
そ
の
著
『
支
那
経

と
解
樟
し
な
い
の
で
あ
り
、

済
史
概
説
』
の
第
三
章
土
地
制
度
の
所
で
「
菅
の
武
帝
は
、
三
代
の

古
制
を
恢
復
せ
ん
と
欲
し
、
戸
主
た
る
男
子
に
は
回
七
十
畝
を
占
せ



し
め
、
其
の
奏
に
は
三
十
畝
を
占
せ
し
め
、
云
云
」
と
言
わ
れ
、
膏

の
武
帝
が
創
め
た
占
回
・
課
団
法
は
、
夏
、
殿
、
周
三
代
の
時
に
行

わ
れ
た
井
田
法
の
復
活
で
あ
る

ιさ
れ
て
い
る
・

四

戸
曹
司
戸
参
軍
と
井
田
法

先
般
の
論
文
で
は
、
大
唐
六
典
省
三
戸
部
篇
に
あ
る
戸
部
向
書
・

侍
郎
の
職
掌
に
、
井
田
の
政
令
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
い
る
こ
と

や
、
奮
唐
書
巻
四
十
三
職
官
志
の
戸
部
尚
書
の
所
に
は
、
そ
の
戸
部

郎
中
・
員
外
郎
の
職
掌
に
、
井
田
を
分
理
す
る
と
い
う
こ
と
が
見
え

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
置
い
た
が
、
大
唐
六
典
に
は
、
も
う
一
カ

所
矢
張
り
井
田
の
語
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
書
巻
三

十
の
三
府
督
護
州
蘇
官
篇
に
あ
る
と
こ
ろ
の
京
兆
・
河
南
・
太
原
牧

及
び
都
督
刺
史
の
下
に
置
か
れ
て
管
下
の
戸
籍
・
計
帳
・
道
路
・
逆

旗
・
田
時
・
六
畜
・
遁
所
・
錫
符
や
訴
競
な
ど
を
掌
る
官
た
る
戸
曹

司
戸
参
軍
の
職
掌
に
も
、

凡
井
田
利
害
之
宜
、
必
止
一
一
其
争
訟
「
以
従
-
一
英
順
「

と
述
べ
で
あ
っ
て
、
井
田
と
言
っ
て
均
田
と
は
言
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
唐
六
典
に
は
、
二
カ
所
も
嘗
時
行
わ
れ
て
い
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た
土
地
法
を
井
田
で
表
現
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
全
篇
中
ど

こ
に
も
均
固
と
い
う
文
字
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
な
い
。
こ
れ
は
蛍
↑
時

の
同
じ
官
撰
の
書
で
あ
る
唐
律
疏
議
も
同
様
で
あ
っ
て
、
唐
律
疏
議

に
は
ど
こ
に
も
均
田
の
文
字
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
.

追
記
私
は
こ
の
論
文
の
第
三
項
の
所
で
、
三
国
士
山
張
既
停
に
課
が
力
役
の

意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、
三
園
志
よ
り
以
前
の
漢
書

に
も
、
課
が
仕
事
と
か
、
職
務
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
を
後

に
知
っ
た
。
そ
れ
は
漢
室
田
谷
八
宣
帝
本
紀
の
黄
龍
元
年
二
月
の
篠
に
、
「
〈
宣

帝
山
詔
目
、
(
上
略
)
今
吏
或
以
レ
不
レ
禁
-
-
姦
邪
一
倍
周
忌
寛
大
勺
(
中
略
)
上
-
-

計
簿
「
百
六
文
而
己
、
務
盛
岡
ニ
欺
護
「
以
降
-
一
其
課
「
(
下
略
ど
と
あ
り
、
こ
の

以
降
ニ
其
謀
-
の
諜
は
、
官
吏
の
仕
事
、
職
務
、
職
責
を
意
味
し
て
い
る
の

は
、
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
寝
は
、
わ
が
令
義
解
に
も
見
え

て
い
る
。
卸
ち
職
員
令
式
部
省
の
傑
文
に
あ
る
「
考
課
」
に
封
し
て
、
義
解

は
「
請
、
考
書
、
考
校
也
、
課
者
、
諸
司
職
掌
所
レ
課
之
庶
事
也
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
そ
の
他
、
簡
野
道
明
氏
の
字
源
も
、
課
に
つ
い
て
「
仕
事
を
そ

れ
ぞ
れ
わ
り
あ
て
る
。
叉
、
其
の
仕
事
」
と
説
明
し
、
諸
橋
轍
次
博
士
の
大

漢
和
辞
典
も
課
の
所
で
「
し
ご
と
、
つ
と
め
」
と
い
う
意
味
の
あ
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
課
に
は
、
仕
事
と
い
う
意
味
も
あ
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
が
、
そ
の
仕
事
が
上
よ
り
強
制
さ
れ
る
と
カ
役
と
な
る
の
で
あ
り
、

仕
事
の
課
が
愛
じ
て
力
役
の
課
と
な
る
の
で
あ
る
。
品
開
お
課
に
仕
事
の
意
味

が
あ
る
と
す
る
解
容
は
、
日
本
の
辞
書
に
見
え
る
の
で
る
っ
て
、
中
園
の
僻

源
や
静
海
や
康
回
一
字
典
に
は
見
え
な
い
。
(
校
正
に
際
し
て
追
記
す
)
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